
北
陸
方
面
と
京
都
経
由
、

大

阪

を

結

ぶ

新

幹

線

建

設

が

計

画

さ

れ

て

い

ま

す

。

日
本
共
産
党
は
反
対
で
す
。

理
由
は
別
項
の
通
り
で
す
。

５

月

日

、

国

の

外

郭
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団

体

（

鉄

道

建

設

～

整

備

支

援

機

構

）

が

、

福

井

県

敦

賀

市

か

ら

同

県

小

浜

市

～

現

京

都

駅

付

近

～

京

田

辺

市

経

由

、

大

阪

ま

で

の

ル

ー

ト

案

を

発

表

し

ま

し

た

。

環

境

影

響

評

価

に

つ

い

て

市

民

意

見

募

集

と

の

こ

と

で

す

が

、

７

月

１

日

締

切

で

は

期

間

が

短

か

す

ぎ

、

こ

れ

で

は

、

市

民

の

意

見

提

出

の

機

会

が

大

幅

に

制

約

さ

れ

て

し

ま

い

ま

す

。

と

は

い

え

、

左

上

の

意

見

書

案

を

参

考

に

、

是

非

、

提

出

さ

れ

る

よ

う

呼

び

か

け

ま

す

。

簡

単

な

説

明

チ

ラ

シ

、

及

び

ご

意

見

提

出

は

井

上

議

員

ま

で

。

な

お

、

発

表

さ

れ

た

ル

（
前
号
か
ら
の
続
き
で
す
）

市

立

の

福

祉

施

設

を

廃

止

、

民

間

事

業

者

の

民

設

民
営
へ
の
移
行
に
あ
た
り
、

そ

の

事

業

者

の

選

定

過

程

に
重
大
な
疑
義
あ
り
。

前

号

で

は

「

最

大

の

問

題

は

、

事

業

者

の

選

定

に

あ
た
り
、
学
識
経
験
者
な
ど
第

ー

ト

案

は

大

雑

把

な

も

の

で

、
「

京

都

駅

は

現

京

都

駅

付

近

」

と

さ

れ

て

い

る

も

の

の

、

図

示

さ

れ

て

い

る

案

で

は

、

台

風

の

進

路

予

想

円

の

よ

う

な

幅

広

い

帯

が

描

か

れ

て

い

る

だ

け

で

、

そ

の

帯

に

は

南

区

全

体

が

含

ま

れ

て

い

ま

す

。

市

の

負

担

額

も

全

く

不

明

な

の

に

、

市

長

は

促

進

一
辺
倒
の
姿
勢
で
す
。

三
者
機
関
を
設
置
せ
ず
、
市
の

幹
部
だ
け
で
決
め
た
こ
と
。
元

々
、
応
募
は
大
阪
の
福
祉
法
人

一
団
体
だ
け
で
、
し
か
も
こ
の

法
人
は
、
市
が
救
護
施
設
の
民

間
公
募
と
の
方
針
を
決
め
る
一

年
以
上
も
前
か
ら
救
護
施
設
用

に
土
地
を
買
っ
て
い
た
。
経
過

が
不
可
解
。
次
号
で
は
、
市
が

第
三
者
の
選
定
機
関
を
設
け
な

か
っ
た
問
題
点
に
つ
い
て
、
続

報
の
予
定
」
と
書
き
ま
し
た
。

よ
く
似
た
制
度
で
は
、
①
自

治
体
の
公
の
施
設
の
管
理
運
営

を
民
間
に
任
せ
る
場
合
、
条
例

で
は
「
第
三
者
の
委
員
会
の
意

見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
決
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
、

②
自
治
体
が
公
共
事
業
を
発
注

す
る
際
の
入
札
に
あ
た
り
、

額
の
安
さ
だ
け
で
な
く
総
合
的

に
落
札
者
を
決
め
る
場
合
（
総

合
評
価
競
争
入
札
）
、
地
方
自

治
法
施
行
令
で
は
、
「
学
識
経

験
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
③
さ
ら
に
、
民
間
資
金

の
活
用
で
公
共
施
設
の
整
備
促

進
を

は

か

ろ

う

と

す

る

場

合

、

法

律

で

は

（

法

）

PFI

「

公

共

施

設

等

の

管

理

者

は

、

民

間

事

業

者

の

公

募

に
よ
る
選
定
に
際
し
て
は
、

客
観
的
に
評
価
す
る
こ
と
」

等
々
と
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

議

会

で

は

、

井

上

議

員

が

「

外

部

委

員

会

設

置

が

妥

当

。

出

直

す

べ

き

」

と

要

求

、

市

長

は

「

専

門

性

を

も

っ

て

い

る

職

員

が

判

定
」
と
居
直
っ
て
い
ま
す
。

な

お

、
「

住

民

は

、

市

長

が

、

不

当

な

契

約

を

し

た

と

認

め

る

と

き

は

、

監

査

を

求

め

、

是

正

の

措

置

を

請

求

で

き

る

」

仕

組

み

が

あ

り

、

井

上

議

員

は

、

こ

の

監

査

請

求

も

検

討

中

で
す
。
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意
見
書
（
案
）

特

に

京

都

市

南

区

で

は

ど

こ

を

通

る

計

画

な

の

か

。

地

上

な

の

か

地

下

な

の

か

。

そ

れ

ぞ

れ

ど

う

い

う

影

響

が

出

る

の

か

。

立

退

き

や

住

環

境

へ

の

悪

影

響

が

心

配

で
す
。

そ
ん
な
に
急
い
で
ど
こ
へ
行
く
!?

南
区
で
は
静
穏
な
生
活
が
脅
か
さ
れ
る
お
そ
れ

=

北
陸
新
幹
線
敦
賀
～
京
都
～
大
阪
間=

福
祉
施
設
事
業
者
選
定
過
程
に
疑
義
あ
り

問題だらけの北陸新幹線計画

① ２兆円以上もの巨額のお金がかかること、

② 湖西線その他の在来線の運行が減らされ地

元住民にとって却っては不便になること、

③ 既に大阪・金沢間で走っている特急（雷鳥

号など）で何の不便もないこと、

④ 市北部の豊かな自然や市内の地下水などへ

の悪影響が懸念されること、

⑤ 市内中心部、特に「現京都駅付近を通る」

計画とのことで、南区では立退き、またはあ

なたの家の地下深く、トンネルによる振動・騒

音・低周波等、住環境への悪影響が大きいこと。

① ちなみに、地下 40 ｍ以深は「大深度地下」
と言われ、買収も補償も要らないとされてい

ます（特別措置法）。地上への悪影響が、今、

東京の道路工事で大問題にもなっています。

京建労など実行委員会主催「住宅
デー」南区７会場を訪問（６／９）


